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1．問題意識と研究目的

就職すなわち職業選択を大学生の大きな進路
選択と捉えた時，なぜ大学生が進路選択をしな
いのか，もしくはできないのかについて筆者ら
は，町田（2014），町田・開本（2016）におい
て明らかにしてきた。具体的には，進路選択能
力の構成因子を明らかにしたうえで，進路選択

自己効力感を高めるモデリングを重視したキャ
リア教育を行えば，進路不決断が生じにくいこ
とを主張している。逆にいえば，進路選択自己
効力感を高めることができない大学生は，必要
十分な進路選択行動を起こすことが出来ずに，
進路不決断に陥る可能性が高いといえる。
自己効力感とは「自分はできる」という自
らへの信頼感情であり（Bandura, 1977），効力
期待と結果期待から構成される。進路選択に
おける自己効力感については，Hackett ＆ Betz
（1981）を端緒にして，Taylor & Betz（1983）
により進路選択自己効力感という概念と 50 項
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目より構成される尺度開発がなされた。この尺
度は現在でも，進路選択自己効力感尺度の基
本となっている。その後，Nota et al.（2007） や
Gadassi et al.（2013）においては進路決断と進
路選択自己効力感の研究が進められている。我
が国においても浦上（1995）や廣瀬（1998）に
よって，海外での進路選択自己効力感研究との
比較研究が行われるなど，進路選択研究の進展
がみられる。
大学生の進路選択行動とは一般的には就職行
動であると考えられるが，それは広い意味で社
会参加行動であるといえる。社会参加行動と認
識した場合，楠奥（2007，2009）や北見・森
（2010）が明らかにした進路選択とソーシャル
スキルの関係について関心が及ぶ。すなわち，
社会参加行動である就職活動を行うという進路
選択行動に，社会参加行動を円滑に進めるため
の能力であるソーシャルスキルが貢献すると予
想される。また日本経済団体連合会の『2018
年度新卒採用に関するアンケート調査結果』に
おいて，「採用選考において最も重視した点」
のトップは，15 年連続で「コミュニケーショ
ン能力」であり，その割合は 82.4 ％と 8割超
の企業が最も重視していると回答している。我
が国でも大学生や大学院生などを含めて，青
年の対人関係が希薄化していることが，岡田
（1995）や落合・佐藤（1996）以降重ねて指摘
されている。上述のように民間企業の多くがコ
ミュニケーション能力を選考で重視しながら，
社会の ICT化やスマホ等のツールの進化，核家
族化の進行などにより直接的な人間関係が希薄
となり，対人関係能力が後退しているとすれ
ば，ソーシャルスキルの低下による進路選択の
失敗の可能性が高まることが予想される。
進路選択自己効力感とソーシャルスキルの関
係については，筆者らはMachida & Hirakimoto
（2017）によりソーシャルスキルが進路選択自
己効力感に対し正の影響を与えていることを明
らかにした。しかしながら 2020 年 1 月以降世

界は新型コロナウイルスの影響により，大学生
の行動は大きな変化を余儀なくされている。大
学の講義の中心は非対面型のオンライン講義と
なり，他の受講生と直接的に会話を交わすこと
が難しくなった。また学生が生活費獲得の中核
とすると共に，顧客を含めた多様な人間関係構
築の場であるアルバイトも飲食店の休業などに
よりその場が少なからず失われ，クラブやサー
クル活動も感染予防対策によりその活動が縮小
もしくは停止された。講義・アルバイト・クラ
ブサークル活動という人間関係を深め，異なる
価値観を持つ人々とのコミュニケーション開発
を行う場は激減し，ソーシャルスキルを高める
どころか，低減させている。すなわち先行研究
（Machida & Hirakimoto, 2017）において明らか
になった進路選択自己効力感に正の影響を与え
るソーシャルスキルを高める行動が制約されて
いるのである。
対人関係やコミュニケーションの機会がコロ
ナ禍にて低減する中で，進路選択自己効力感を
高めるとされるソーシャルスキルをどのように
高めればよいのであろうか。本研究では，ソー
シャルスキルを高める要因として，自己省察の
中で学ぶことのできる非認知能力の一つである
感情知性（Emotional Intelligence）（以下EIと記
す）を想定する。なぜなら，EIとは自己の感
情および他者の感情を認知し，自らの感情を自
己制御する能力とされ，EIが高いことは他者
との円滑なコミュニケーションを促進すると考
えられるからである。したがって，EIの高い
個人は，それに応じてソーシャルスキルの開発
や発揮が促進されると予想される。すなわち，
EIがソーシャルスキルの促進を通じて進路選
択自己効力感を高めると考えられるのである。
以上から本研究は，ソーシャルスキルに加
え，EIが大学生の進路選択自己効力感にどの
ような影響を及ぼしているかについて明らかに
することを目的とする。
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2．先行研究および分析モデルの構築
2．1　EI

EIを提唱したSalovey & Mayer（1990）によ
れば，EIとは，自分と他者の感情を注意深く
観察し，自分と他者の感情の有り様を区別し，
それを情報として活用することで，自らの望ま
しい思考や行動を導く能力を含む社会的知性と
して定義されている。また彼らはそもそもの知
性を，個人が意図的に行動し，合理的に考え，
環境に効果的に対処するための総合的またはグ
ローバルな能力（Wechsler, 1958）と考えてい
る。

Rathi & Rastogi（2009）によれば，Salovey 
& Mayer（1990）が提唱したEIの概念を普及
させたのはGoleman（1995）であり，Goleman
（1998）は自分自身と他人の感情を認識し，自
分自身をやる気にさせ，人間関係において感情
をうまく管理する能力であるとEIを定義して
いる。さらにGoleman（1995）のEIモデルは，
①自己認識，②共感，③自己動機づけ，④感情
の安定，⑤関係の管理，⑥完全性，⑦自己啓
発，⑧価値志向，⑨コミットメントおよび⑩利
他的行動の 10 要素でEIが構成されているとし
ている。同様にGeorge（2000）は，EIを個人
が他者の感情に影響を与えることができるよう
に，感情を知覚し，感情的認知を理解し，感情
を整理する能力と定義している。
ただし，EIは心理学における比較的新しい
概念であるため，その定義は多様であり，混乱
も見られる。たとえばGoleman（1995）も上記
の定義に加えて，個人が享受し，専門家との交
流やさまざまな生活状況で成功するために必要
な一連の感情的なスキルと主張してもいる。ま
た，個人の成功能力に影響を与え，環境の日々
の要求やストレスに対処する，相互に関連す
る非認知能力，資格，スキルのスキーム（Bar-
On, 1997）とストレスに対するコーピングの一
種と捉えるものや，自己感情の改革，他者の感
情的特徴の発見，そして個々の人生における動

機づけと達成のための一連のスキル（Abraham, 
2000）のように人生全体における成功に有益な
スキルとして非常に幅広く捉える主張もある。
以上のようにEIの定義やその捉え方は非常

に幅広く多様であることが分かるが，本研究で
はSaloveyらが提唱し，Golemanが広く普及さ
せたとされる定義をベースにし，EIを①自己
の感情を認識する能力，②他者の感情を我がこ
とのように認知する能力，③自己の感情を希求
する方向にコントロールする能力の 3要素を含
む知性であると捉え，以下の検討を進めること
とする。

2．2　EIと進路選択自己効力感の関係
EIとキャリアや自己効力感の関係に関する
研究は海外を中心に活発に行われている。た
とえば，Brown et al.（2003）では，アメリカ
中西部の大学生 288 人を対象に 4つのEI要
因（共感・感情の利用・関係の処理・セルフ
コントロール）のそれぞれが，進路選択自
己効力感と正の相関関係（共感：r=0.14，感
情の利用：r=0.38，関係の処理：r=0.14，セ
ルフコントロール：r=0.32）にあるとしてい
る。Jiang（2014）では，中国（N=149）と韓
国（N=218）の大学生を対象にして，EI因子の
うち，感情の活用と進路選択自己効力感には強
い正の相関（r=0.56）が見られ，自己感情評価
（r=0.45），他者感情評価（r=0.40），および感情
制御（r=0.44）では，進路選択自己効力感と中
程度の正の相関が見られたとしている。Ordun 
& Akün（2017）では，トルコの大学生を対象
にEIが自己効力感と中程度の正の関係（r=0.43）
があるとしている。さらにSantos et al.（2018）
では，英国の大規模な大学に通う 472 人の学生
を対象に調査し，EIは進路選択自己効力感を
有意に予測し（β=0.53），EI因子の中で特に自
己感情評価と感情利用が進路選択自己効力感に
大きな影響を与えていたと指摘している。これ
らの先行研究によりEIと進路選択自己効力感
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は正の相関関係にあることは繰り返し指摘され
たことが分かる。くわえて，EIが進路選択自
己効力感を促進する要因であることが推察でき
る。したがって以下の仮説を導出した。

仮説 1　 EIは，進路選択自己効力感に正の影
響を与える。

2．3　ソーシャルスキル
ソーシャルスキルとは，対人場面において適
切かつ効果的に反応するために用いられる言語
的・非言語的な対人行動とそのような対人行動
の発現を可能にする認知過程との両方を包含す
る概念（相川・津村，1996）とされる。一方
で，相川・藤田（2005）はソーシャルスキルの
定義に関してはいまだに統一されたものがない
とも指摘し，① 具体的な対人場面で用いられ
るもの，② 対人目標を達成するために使われ
るもの（対人目標とは，当該の対人場面から手
に入れたいと思う成果のこと），③ 相手の反応
の解読や対人目標の決定感情の統制などのよう
な認知過程と対人反応の実行という行動過程の
両方を含むもの，④ 言語的ないしは非言語的
な対人反応として実行されるもの，⑤ 学習に
よって獲得されたもの，⑥ 自分の対人反応と
他者の反応とをフィードバック情報として取り
入れて，変容していくもの，⑦ 慣れない社会
的状況では意識的に実行されるが，熟知した状
況では自動化しているものなどの要素を含んだ
ものであると述べている。その上で，コミュニ
ケーション・スキルと対人スキルの 2つの側面
から同時に測定できるソーシャルスキル尺度が
必要であると考え，関係開始，解読，主張性，
感情統制，感情維持，記号化の 6因子から構成
されるソーシャルスキル自己評定尺度を構築し
た（相川・藤田，2005）。
筆者らが普段接している大学生・大学院生に
おいて，彼らの知的レベルの高さと比較して
必ずしも対人関係能力，コミュニケーション

能力に優れている学生ばかりではない。さら
に 2020 年 1 月以降，新型コロナウイルスの影
響により，大学生の行動は大きな変化を余儀な
くされている。人間関係を深め，異なる価値観
を持つ人々とのコミュニケーションは激減し，
ソーシャルスキルを高めるどころか，低減させ
ているのが現状である。
相川・津村（1996）および相川・藤田（2005）

によるソーシャルスキルの定義に従えば，現
在の大学生および大学院生のソーシャルスキ
ルが十分に高くないと考えられる。一方，ソー
シャルスキルを高めることが進路選択における
意思決定や行動を促進することは楠奥（2007，
2009）や北見・森（2010）でも繰り返し指摘さ
れてきた。したがって，ソーシャルスキルをど
のように高められるかが，大学生や大学院生の
進路選択行動に強く影響を及ぼすと想定される。

2．4　�ソーシャルスキルと進路選択自己効力
感の関係

ソーシャルスキルと自己効力感との関係に
ついていくつかの研究が進んでいる。野崎ら
（2002）においては看護大学生を対象として調
査を行い，ソーシャルスキルと自己効力感の
相関関係は高いとの結論が導き出されている。
「自己効力感の高さは，自信感の高さとも言え，
自分自身への自信感が，積極的な対人関係や自
己表現，行動の調整に繋がった」として，特に
自己効力感を高めることによる行動の積極性が
ソーシャルスキルに影響していると指摘してい
る。また戸ヶ崎・坂野（1997）においては小学
生を対象にした調査を行い，自己効力感が高い
学生ほど「向社会性スキル」，「主張性スキル」，
「社交性スキル」が高くなり，「負の社会性スキ
ル」が減少することを報告している。このよう
にソーシャルスキルと自己効力感との間には正
の相関関係があるのではないかと考えられる
が，これらの先行研究では進路選択という特定
の領域の自己効力感を直接取り扱っていないこ



March 2022 － 5 －進路選択における自己効力感，ソーシャルスキル，感情知性の関係 

とには留意すべきである。
楠奥（2007）では，授業を通じてソーシャル
スキルが向上した津村（2002）の事例を前提と
しながら，進路選択自己効力感を高めるソー
シャルスキル・トレーニングプログラムの試案
を提示している。その後楠奥（2009）において
経営学の講義受講者 451 名に対し，進路選択自
己効力感とソーシャルスキルの関係について定
量調査を実施している。その結果，ソーシャル
スキルが高くなれば，進路選択自己効力感が高
くなるという仮説を支持する示唆が得られたと
している。特に，積極的な会話スキル，自己統
制スキル，ストレスマネジメントスキルといっ
たソーシャルスキルの要素が進路選択自己効力
感を強く促進することが示されている。
さらに，Machida & Hirakimoto（2017）にお
いても，大学生のソーシャルスキルが進路選択
自己効力感を促進する効果を持つことが示され
ている。このようにいくつかの定量研究を踏ま
えると，ソーシャルスキルは進路選択自己効力
感にポジティブな影響を与えていることが予想
されるものの，特に我が国では十分な蓄積がな
いのが現状でもある。

2．5　EIとソーシャルスキル
EIの定義そのものに混乱がみられることは，
すでに指摘したが，同様な混乱がEIとソー
シャルスキルとの関係性にもみられる。具体
的にはEIの構成要素としてソーシャルスキル
を捉えるか，EIの後続要因（結果変数）とし
てソーシャルスキルを捉えるかという点であ
る。たとえば，Salovey & Mayer（1990）によ
れば，EIは以下 6項目に基づいているとされ
る。①自己認識 ②自己動機づけ ③他者の感情
または共感を理解する ④ソーシャルスキル ⑤
感情の知覚 ⑥感情の理解と分析である。同様
に，Singh（2004）では①自己認識 ②自己規制 
③動機づけ ④共感 ⑤ソーシャルスキルの 5つ
の側面が組み込まれているとしている。このよ

うにGoleman（1998）およびSingh（2004）で
は，ソーシャルスキルはEIの構成要素となる
ことが指摘されている。
一方で，認知的知能と比較してEIは職場，
研究，社会生活での成功に重要な役割を果た
し，個々の人生での成功にとってより重要で
あるとされる。EIは，個人がソーシャルス
キルを習得し，それによって社会的状況に対
処できるようになる上で大きな役割を果たす
（Goleman, 1998）のである。同様にNorman & 
Combs-Richardson（2001）も，EIがソーシャ
ルスキルの基盤であるとして，Singh（2004）
とは異なる見解を示している。すなわち，
Goleman（1998）はソーシャルスキルがEIの一
要素であると述べる一方で，EIがソーシャル
スキルを規定すると混乱した主張をしている
が，Norman & Combs-Richardson（2001）では
EIはソーシャルスキルの規定要因と捉えられ
ている。

EIとソーシャルスキルの関係性に関する
定量研究として，Al-Tamimi & Al-Khawaldeh
（2016）では，イスラム圏の大学生 338 人を対
象に，EIとソーシャルスキルとの相関関係に
ついて調査している。結果は，EIとソーシャ
ルスキルの間に正の相関関係のあることを指摘
している。Al-Elwan（2011），Al-Balawi（2004），
およびNorman & Combs-Richardson（2001）も
同様にEIとソーシャルスキルの間に正の相関
関係が存在すると結論づけている。くわえて
Trigueros et al.（2020）では，高校生を対象と
しEIがソーシャルスキルに正の影響を与える
（β=0.44）との結果を報告している。
以上の先行研究を踏まえて，本研究では，EI
はソーシャルスキルを高める規定要因だと考え
ることが適切であると判断した。また，仮説 1
の導出過程やソーシャルスキルが進路選択自己
効力感を高めることを踏まえると，EIはソー
シャルスキルの向上を通じて，進路選択自己効
力感を促進すると考えられるだろう。したがっ
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て以下の仮説を導出した。

仮説 2　 EIはソーシャルスキルを媒介して，
進路選択自己効力感に正の影響を与
える。

3．分析方法と結果
3．1　調査方法と変数の操作化
本研究の調査は，2021 年 6 月に実施した。
調査対象者はキャリアに関する講義を受講した
A国立大学の人文科学系，社会科学系，自然科
学系，医歯薬学系，教育学系の 1回生である。
彼らに対し，オンライン講義で使用される専用
サイトに，質問紙（進路選択意識調査票）およ
び個人情報保護や倫理的配慮などの注記を掲載
し，回答を促した。回答のうち欠損値のあった
回答を除いた結果，65 名を分析対象とした。
調査で取り上げた変数については以下の通り
とした。まず，進路選択自己効力感については
浦上（1995）による進路選択に対する自己効力
尺度 30 項目版を使用した。具体的な質問項目
は，「自分の将来設計にあった職業を探すこと
ができる」，「自分の興味・能力に合うと思われ
る職業を選ぶことができる」などである。浦上
（1995）においてはリッカート 4点法にて尋ね
ているが，本研究の調査では，リッカート 5点
尺度（1:全く当てはまらない～5:非常に当ては
まる）で尋ねている。以下のソーシャルスキル
とEIに関する質問項目についても同様にリッ
カート 5点尺度で尋ねている。
さらに，ソーシャルスキルについては，相
川・藤田（2005）における成人用ソーシャルス
キル自己評定尺度から 35 項目を採用した。具
体的な質問項目は，「相手とすぐに，うちとけ
られる」，「表情やしぐさで相手の思っているこ
とがわかる」などである。

EIに関する尺度は，阿部ら（2012）により作
成されたTEIQue-SF（Petrides & Furnham, 2001）
の縮約版（日本語版）を使用した。TEIQue-SF

はPetrides とFurnhamが 2001 年に開発した 153 
項目からなるTEIQueフルバージョンを 30 項目
にした短縮版である。TEIQue-SFの日本語短縮
版（阿部ら，2012）の信頼性係数（クロンバッ
クα係数）は 0.87 であり，オリジナル尺度の
信頼性係数（α=0.88）と同様に高い信頼性を
有していることが阿部ら（2012）によって確認
されている。したがって，TEIQue-SFの日本語
縮約版は日本人のEI を測定する妥当な尺度で
あると考え，本研究で採用することにした。具
体的には，「自分の人生に喜びを感じている」，
「私はふと立ち止まって自分の気持ちについて
見つめることがしばしばある」，「自分の身近な
人とさえも良い関係を作ることを難しいと感じ
る（逆転項目）」などの質問項目を採用した。
以上の進路選択自己効力感，ソーシャルスキ
ル，EIに関する質問項目の回答結果を単純平
均することで，それぞれの尺度得点を算出し
た。さらにまた回答者の属性をコントロールす
る変数として，男子学生ダミー，自宅通学ダ
ミー，民間企業志望ダミー，文系ダミーを設定
した。

3．2　分析結果
3．2．1　各変数の基本統計量
本研究で中核となる進路選択自己効力感，
ソーシャルスキル，EIの平均値，標準偏差な
どの基本統計量および信頼性係数は表 1の通り
である。いずれの尺度も天井効果やフロア効果
は確認されなかった。またいずれの尺度とも十
分な内的整合性を有すると考えられる。

変数名 有効N 平均値 標準偏差 Cronbach α
進路選択
自己効力感 65 3.542 0.448 0.886

ソーシャル
スキル 65 3.311 0.542 0.910

EI 65 3.156 0.443 0.842

表 1．本研究の中核尺度の基本統計量
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またダミー変数を含めた各変数の相関係数は
表 2の通りである。

3．2．2　�ソーシャルスキルが進路選択自己効
力感に与える影響

EIやソーシャルスキルが進路選択自己効力
感にどのように影響を与えるかを検証するた
め，前者を独立変数に，後者を従属変数にした
階層的重回帰分析を行った。まず進路選択自己
効力感に影響を及ぼすと考えられる性別，自宅
通学，民間企業志望，文理別といった属性変
数についてステップ 1で投入し，その後EIを
ステップ 2で投入した。そしてステップ 3で
はEIおよびソーシャルスキルを投入した。結
果は表 3のとおりである。重回帰分析により判
明したことは第 1に，ダミー変数はすべて有意

な関連を示しておらず，これらの属性変数は進
路選択自己効力感に影響を与えていないことが
確認された。第 2に，進路選択自己効力感に対
して，EIおよびソーシャルスキルが有意にポ
ジティブな回帰係数を有していることが確認で
きた。さらにステップ 2にて有意を示していた
EIはステップ 3においては有意を示さず，EI
はソーシャルスキルを媒介して進路選択自己効
力感に対し正の影響を与えている，完全媒介モ
デルであることが明らかになった。したがって
仮説 1および仮説 2は共に支持される結果と
なった。

4．考察と課題

本研究では，大学生の進路選択自己効力感に

進路選択
自己効力感 男性ダミー 自宅住居

ダミー
民間企業志
望ダミー 文系ダミー EI ソーシャル

スキル
進路選択自己効力感  1.000
男性ダミー -0.089  1.000
自宅住居ダミー  0.061 -0.202  1.000
民間企業志望ダミー -0.232  0.416*** -0.058  1.000
文系ダミー -0.079 -0.161  0.178 -0.441  1.000
EI  0.603***  0.006 -0.062 -0.095 -0.133  1.000
ソーシャルスキル  0.696*** -0.116 -0.038 -0.331 -0.022  0.724***  1.000

***P＜ .001

表 2．すべての変数間相関

従属変数：進路選択自己効力感

独立変数
β

ステップ 1
β

ステップ 2
β

ステップ 3
　男性ダミー  0.035  0.003  0.009
　自宅住居ダミー  0.091  0.105  0.107
　民間企業志望ダミー -0.349 ＋ -0.226 ＋ -0.078
　文系ダミー -0.243 ＋  -0.12  -0.09
　EI  0.572***  0.216
　ソーシャルスキル  0.517**

ΔR2 　　 -  0.311***  0.108**
R2  0.102  0.413  0.521

***p＜ .001,**p＜ .01,＋p＜ .10

表 3．EIが進路選択自己効力感に与える影響の重回帰分析結果
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EIが与える影響について分析してきた。本研
究で明らかになったことは以下の通りである。
第 1に大学生にとってEIは進路選択自己効

力感にポジティブな影響を与える要因である
ことが明らかになった。Machida & Hirakimoto
（2017）により明らかになったソーシャルスキ
ルのみならずEIも進路選択自己効力感に対し
正の影響を与えていた。またEIはソーシャル
スキルを媒介して進路選択自己効力感に対し正
の影響を与えていた。本研究ではEIを①自己
の感情を認識する能力，②他者の感情を我がこ
とのように認知する能力，③自己の感情を希求
する方向にコントロールする能力の 3要素を含
む知性であると定義した。自分の感情を認識す
る能力が醸成されれば，たとえば面接選考時に
自分に対してネガティブな質疑が行われても，
感情的に冷静な受け答えをすることで，危機を
切り抜け，面接選考で望ましい結果が得られ，
結果的に自己効力感は高まると予想される。ま
た他者の感情を我がことのように認知する能力
が醸成されれば，面接選考時に面接官の立場に
立ち，受け答えをすることが可能になり，面接
選考の成功確率は高まるだろう。さらに自己の
感情を希求する方向にコントロールする能力を
醸成できれば，進路選択において第一志望の就
職先に不合格になったとしても，第二志望の就
職先に合格するためにはどのような努力をすれ
ばよいのか，と前向きな感情を引き出すことが
できるだろう。その結果，進路選択の成功確率
が高まることで進路選択自己効力感が刺激され
ると予想される。以上のように本研究で採用
したEIの 3要素を向上させることができれば，
ソーシャルスキルを媒介して結果的に進路選択
自己効力感を向上させることが検証された。
また第 2に民間企業志望ダミー，男子学生ダ
ミー，自宅通学ダミー，文系ダミーというダ
ミー変数にはいずれも進路選択自己効力感に有
意な影響を与えていないことが明らかになっ
た。民間企業へ就職したいという進路の希望が

必ずしも進路選択自己効力感に影響を与えるも
のではないのである。同様に，男女という性差
も自宅通学なのかそうでないのかという通学ス
タイルおよび文系や理系という所属学部の相違
のいずれも進路選択自己効力感に有意な影響を
与えるものではないことが明らかになった。
次に本研究から得られた理論的含意と実践的
含意を整理する。先行研究において，アメリ
カではBrown et al.（2003）により，4つのEI因
子（共感・感情利用・関係の処理・セルフコン
トロール）が，いずれも進路選択自己効力感と
正の相関関係にあるとされ，トルコではOrdun 
& Akün（2017）により，EIが自己効力感と中
程度の正の相関関係にあることが見出されてい
る。同様にイギリスでもSantos et al.（2018）に
より，EIは進路選択自己効力感を有意に予測
し，特に自己感情評価と感情利用というEI因
子が進路選択自己効力感に大きな影響を与え
ていたと指摘されている。さらにアジアでも
Jiang（2014）により，中国と韓国の大学生を
対象に，EI因子の感情活用と進路選択自己効
力感には高い正の相関が見られ，感情評価およ
び感情制御と進路選択自己効力感には中程度の
正の相関が見られたと報告されている。本研
究においてもEIが進路選択自己効力感にポジ
ティブな影響を与えていることが確認された。
こうした先行研究と本研究での発見事実を踏
まえて，本研究の理論的含意として 3点が指摘
できる。第一に欧米や中東さらに中国などグ
ローバルに研究が進展しているEIと進路選択
自己効力感の関係について日本人を対象にして
再確認できたことである。グローバルに得られ
たEIと進路選択自己効力感に関する知見が我
が国でも援用可能であることを大学生サンプル
で検証したことは，改めてEIという概念の有
用性を確認することにつながる理論的貢献であ
る。
第二には媒介分析によりEIがソーシャルス
キルを媒介して，進路選択自己効力感に正の
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影響を与えていることを明らかにした点であ
る。先行研究でも繰り返しEIが進路選択自己
効力感を向上させることが指摘されてきた。本
研究でもそうした関係性を確認できたが，くわ
えて，その関係性のメカニズムを提示できたこ
とが理論的貢献であると考える。すなわち，EI
はソーシャルスキルの向上を通じて，結果的に
進路選択自己効力感を向上させるということで
ある。筆者ら（Machida & Hirakimoto, 2017）は
ソーシャルスキルが進路選択自己効力感を向上
させることを指摘したが，本研究ではソーシャ
ルスキルを高める要因としてEIを取り上げる
ことで，ソーシャルスキルの規定要因としての
EIの可能性を改めて提示出来たといえる。
第三に我が国の大学生において，EIとソー
シャルスキルとの関係性について確認できたこ
とである。我が国においてEIは，1990 年代後
半のEQ＝心の知能指数という翻訳がなされる
中で，学術面よりも実務面からのアプローチが
中心となり，EIに関する研究蓄積が乏しい傾
向にあった。くわえてGoleman（1998）および
Singh（2004）では，EIの構成要素としてソー
シャルスキルを捉える一方，Norman & Combs-
Richardson（2001）ではEIの後続要因（結果変
数）としてソーシャルスキルを捉えるなどEI
概念をめぐり幾分混乱が見られた。こうした状
況の中で，改めてEIがソーシャルスキルの規
定要因であることが確認できたことは本研究の
理論的貢献であるといえる。さらに従来高校生
（Trigueros et al. , 2020）において明らかになっ
ていたEIとソーシャルスキルとの関係性を我
が国の大学生において再確認できた。このこと
は我が国の大学生の進路選択行動のメカニズム
を検討する際に有益な理論的示唆を与える。従
来就職活動という進路選択の場面における進路
選択自己効力感の重要性については繰り返し指
摘されていたにもかかわらず，これまで進路
選択自己効力感を向上させる因子が進路選択
能力に限定されていた。Machida & Hirakimoto

（2017）ではソーシャルスキルの有用性につい
て提示したが，2020 年 1 月以降パンデミック
の中で，我が国の大学生が，主流となるオンラ
イン教育やアルバイトの中断，クラブ活動など
の中止により，ソーシャルスキルを向上させる
どころか低減させかねない状況となった。こう
した状況において，EIはソーシャルスキルを
刺激することが明らかになったことは，進路選
択自己効力感を向上させる新たなメカニズムと
してのEIの可能性を示したという点から理論
的貢献ができたと考えられる。
次に本研究の知見から得られる実践的含意に
ついて述べたい。上述の通り本調査は大学 1回
生を対象に 2021 年 6 月というコロナ禍でオン
ラインによるコミュニケーションが主体となる
時期に行われた。こうした直接的にソーシャル
スキルの向上が難しい状況においても，セルフ
ラーニングなどによってEIを高めることが出
来るならば，ソーシャルスキルの向上を通し
て，働くことへの前向きな意識を構築すること
が可能だと本研究の結果から示唆される。
本研究ではEIを①自己の感情を認識する能
力，②他者の感情を我がことのように認知する
能力，③自己の感情を希求する方向にコント
ロールする能力の 3要素を含む知性であると捉
えている。したがって，この 3要素をどのよう
に高めることができるのかに焦点を絞って進路
選択自己効力感を向上させうるEIへの介入施
策について言及したい。
自己の感情を認識する能力に関しては，恐
れ・怒り・悲しみ・驚き・幸せ・嫌悪という基
本的な感情の要素があることを明示し，自分が
現在どのような感情を保有し，どのような感情
に支配されようとしているかを客観的に認知さ
せるトレーニングが検討される。次に①および
他者の感情を我がことのように認知する能力を
高める手法として，感情の識別が自分において
も，関与する他者に対しても重要なことを言語
的説得で行うこと，様々な表情の写真を見せ
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て，それぞれの表情がどのような感情を表出し
ているかについて議論させること，他者と交わ
る中で一番嬉しかった体験などのテーマを与
え，1分間で語るトレーニングを行うことなど
が考えられるだろう。また相手の語る内容を話
の終了後に要約して相手に確認を求める手法，
会話において相手の目を見ず，うなずきも与え
ないなどの態度をとられた際に，語る側はどの
ような感情になるかなどのケースを用意するこ
とも，感情を我がことのように理解させるト
レーニングとしては有効であろう。自己の感情
を希求する方向にコントロールする能力を高め
るためには，自らが自分の感情をコントロール
して，成果を挙げることが出来た経験や反対に
感情のコントロールができずに，大事な友人を
なくした経験などの失敗体験を思い出させ，そ
の際になぜ成功したのか，なぜ失敗したのかに
ついて考えることにより，感情のコントロール
が自らに望ましい結果を生み出す源泉であるこ
とを理解させる手法が考えられる。
最後に今後の研究上の課題を指摘する。第一
に大学生 2回生や 3回生を対象にした場合どの
ような結果が得られるのかである。本研究の調
査対象は大学 1回生であった。彼らにとって就
職に関する質問を行うことは，自身の実感とは
やや離れているため十分に概念を測定できてい
たかに課題が残るだろう。学年が上がること
で，就職というライフイベントがより身近に感
じられるため，調査対象としての妥当性が向上
すると予想される。第 2に，今後コロナ禍が終
息した後に同様の調査および研究を行い，進路
選択自己効力感とEIおよびソーシャルスキル
の関係について，比較研究することも重要な課
題であると考える。本研究の調査時点ではコロ
ナ禍の影響を強く受けている時期であった。特
にソーシャルスキルを高めると予想されるアル
バイトやクラブ・サークル活動に強い制約がみ
られた。したがって，コロナ禍という特殊要因
の影響を除いた場合での研究蓄積は今後必要不

可欠であると考えられる。第 3にいわゆるコモ
ンメソッドバイアスの課題が指摘できる。本研
究の測定尺度はすべて自己評定で回答しても
らった。たとえば，他者評価や客観的な指標に
よって一部の変数を測定することができれば，
分析結果の頑健性も増すことが予想される。こ
れらの課題については，継続的な調査を行い，
改めて別の機会に報告したい。
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Abstract
The purpose of this study is to investigate the relationship between career decision making self-

efficacy, emotional intelligence (EI), and social skills using statistical analysis.
In conventional Japanese research, it became clear that the higher the ability to choose a career 
decision making, the more active the action to choose a career decision making, but the mediation 
of self-efficacy in choosing a career decision making increases the action to choose a career decision 
making. In that study, the authors clarified the existence of social skills as a factor that enhances 
career decision making self-efficacy. Career selection Self-efficacy, EI (emotional intelligence), and 
social We investigated the relationship between skills. A questionnaire survey was conducted on 65 
undergraduate students of Japanese national universities. Based on Bandura’s theory of self-efficacy, 
we quantitatively analyze the relationships in the career selection domain, and this study shows that 
EI (emotional intelligence) has a positive effect on career decision making self-efficacy through social 
skills. Became clear.
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